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船舶運航上のヒャリハット事例とその研究
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Study of the Frightful Incidents on Ships Maneuvering 

by 
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Abstract 

We analyzed the contents of frightful incidents reported by about 1,900 seafarers, -captains, officers and 

pilots, and made study of the Human Factor on maneuvering, through the various causes of these incidents. 

Now, we obtained ratios in which their knowledge, skill, ability to pay attention, team work at bridge and 

the other items took causes. 

The related data and result is shown on many tables. 
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5. 結言

付録…二次アンケートの設問等

l． 緒言

海難事故の大半は船舶運航者（以下、運航者という。）

の人為原因とされているが、今日、運航者がおかれて

いる環境に目を向けるとき、外航船舶においては、人

員削減に伴う海技免状受有職員の少数化、乗組員の多

国籍混乗化、海賊行為の横行など、内航船舶では、職

員を含む乗組員の少数化、タイト・スケージュールな

どを見ることができる。共通する環境条件を一口にす

れば、労務条件の過密化や処理すべき情報の多様・多

量化などである。

したがって、運航者は、学習、情報の取得、注意の

配分等々に以前にも増す努力が強いられているとみら

れる。この観点に立って、本稿は（社）日本造船研究

協会が平成9年に実施した「ヒャリハット（運航過程

でヒャッとしたり、ハットしたりする場面のことを言
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い、‘‘未然事故”とも呼ばれ、かつこの遭遇機会が多い

と事故に結びつくとも言われている）アンケート調査」

データ（以下、一次アンケートといい、特記無い場合

のアンケートはこれを指すものとする。）及び当研究所

で実施した船長経験者への追アンケート（二次アン

ケートという。）結果等についてデータ解析を進めた。

なお本稿を進めるに当たり、次のことをお断りして

おきたい。

(1) ヒャリハット事例の原因を事故と同列に仮定、

取り扱っていること

(2)解析結果資料（多くは表）は、例えば狭水道と

港域での経験事例数の差など容易に読みとれるの

で、説明のないまま掲げていること。

2. ヒャリハット経験事例の大要

2. l. 一次アンケート

(1) 内容概要と本稿掲示データの作成手順

（社）日本造船研究協会によると、約1,900名（少数

の外国人船員を含む）から2,492件の事例につき回答が

寄せられたとされているが、本稿の事例数は2,166とし

た。

その理由、即ちデータの作成手順を述べておきたい。

当アンケートで求められた回答事項は、経験事例に

ついて参考表のごとき広範な該当記号のチェック、記

号中の‘‘その他”をチェックした場合はできればそれ

が何であるかの説明、事例概要及び自由意見の記述等

であった。

ところで、アンケート回答などによくみられること

でもあるが、チェック指定記号外の記号をもって示さ

れたり、 2事例が同一記号であったり、例えば参考表

中a~g'の要素の半分以上にわたり記号チェックに脱

落がみられるものなどがあり、これらと原因の精査過

程で割愛した方がよいと思われる不確かな事例等を除

いて整理した。また当然なこととして、2,166は一事例

が複数原因で生じたものでも、単一原因事例とした数

である。

原因の精査過程であるが、 h記号（参考表参照）で

“その他”の⑳がチェックされた事例が335のほか0が

67事例あり、殆どに内容説明が付記されていたので、

表2-2-1～同2-2-6及び2.3．で記載のように35原因或い

はこれらの細目原因として抽出・整理することができ

たものである。（表2-1-1参照）

(2) 回答者の職位及び経験時乗船船種

ヒャリハット経験事例の記載は表2-1-2に見られる

如く、船長を筆頭に当直航海士、水先人の順に多いが、

各職位者における経験度比率を示すものでないことは

勿論で、このような方々の一つひとつの事例が基に

なっているとご理解いただきたい。
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参考表 HIM.記号一覧（日本造船研究会実施アンケート分）

ア．態様、原因等に関する事項
b C 

①てi"oo--~直涵j:
-；衷還畏＿
4王吼＿＿

設定不十分---------------
｀ 
•ARPA での捕捉不能

呵,--------------
“‘ 
‘ARPAの故陣--------------
：その他---------

ィ．経験者、船舶等に関する事
c' 

-----------・奮〇曇-----------------―一凡恥這紐
二警輝五剛醗華ふ2坦生繹
玉這埠輯転ふ＿咤紐
呈雙壁遷士＿泡）は先人℃――--------濯）ー：29笠紐
瞑芦ふ釘え嗅ー一ぷ砂！辱上
奔与A__-；経験時 ：当時点の

豆偶＿--!従事業務 ： 経験年数
経験時 ， 

：乗船中の船種： ：当時の速力 ： 

摘要：便宜上文言等を適宜簡略化しているので、正確には上記協会の報告書を参照
のこと。
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表2-1-1 「その他の内容」記載事例からの推定原因整理例

回答者
b I ! C I I d g I h 1 I I h2 ! I h3 I I i 1 e'I l r No. H a e fl f2 f3 i2 a ＇ b' C ， d' g ＇ 

l 56 ， 4 3 1 1 3 2 6 「り --1 1 尺~t.l:
3 3 3 5 7 

2 62 ， 6 3 l 3 2 6 4 3 3 3 1 
3 111 ， 2, 4, 5 1 2 2 3 2 4 1 1-+｝ t ゚ l l 1 2 
4 273 3 4 2 2 2 2 

゜゚ ゜ ゜
2 3 3 1 

5 332 8 4 l 2 1 3 2, 6 ・~2 2 6 ， 20 ， l 1 l 2 5 
6 477 2 4, 5 3 2 l 3 6 5 1 l ， 15 

゜゚
5 3 2 2 

7 508 2 4 4 2 1 4 2,6 2, 5 I 2 ， l l 18 8, 9 5 1 1 2 7 
8 617 ， 6 l 2 1 4 6 ll 1 1 ， 12 '』 3 1 l l・ 1 l 3 5 
9 628-2 ， 5, 7 l 2 1 4 6, 8 4,. 5 1 6 ， 

゜゚
1 1 5 7 3 3 

--i3 .. 10 728 ， 5 3 2 2 3 6 li 1 ．2. 6 l ［ 9 

゜
6 1 1 5 7 1 3 

11 810-2 ， 4 3 2 3 3 8 4 1 1 ， 
゜゚

1 1 4 7 1 I 14 . 5 
12・ 871-1 ， 4 3 1 l 2 7 il l 3 ， 

゜゚
7 3 2 7 1 ・ 4 5 

13 899 ， l 3 1 3 2 6 :i 2 1 ， 10 
゜

5 2 3 4 3 5 4 2 
14 925 ， 4 3 2 2 3 2 り lに_!__， 12 

゜゚
1 l 4 8 1 7 1 

15 940 ， 8 3 2 l 3 6 1， : l 4 ， 18 
゜゚

2 3 2 3 5 6 5 
16 973 ， 2, 4 4 2 2 2 6 4 1 6 ， 

゜゚
2 3 2 7 2 2 5 

＂ 
1003-1 ， 1 l l 2 2 8 3 1 1 ， 

゜
4 1 l 5 8 l 2 1 

1 8 1071 ， l I l 7 2 8 :z I ・-l ・. 
9, 

゜
1 1 1 4 8 1 2 5 

19 1110 ， 3 3 1 

゜
2 

゜
:z l 3 卜 -， 

゜゚
1 1 5 1 7 I 

20 1145 ， 4. 7 4 2 1 6 2 ,l 2 1 
.. 一， ， ・噌~

， 5 l 1 2 3 5 4 5 --
21 1164 ， 4 1 1 7 2 8 4 l 1 1 

゜
1 1 5 8 l 6 5 

22 1184 7 5 3 1 7 2 1. 6 :~11ヽ-5 5 土l, 1 2 I 9 9 20 1. 2 6 3 3 3 7 4 5 5 
23 1212 ， 5 3 2 1 6 2, 6 

゜゚
6 4 5 1 4 2 1 

24 1337 ， 6 l 2・ 2 6 1, 2, 6 IS 2 --~ 6 l ， ， 12 

゜
6 4 5 1 4 4 1 

I 

25 1 362 ， 5 2 2 2 6 l, 6 IS 2 1. 5 3, 4 6 4 5 4 5 4 1 
26 1386-Z ， 6 1 2 1 3 6 5 2 2 ， 1 l 7 5 2 7 ！ 4 5 
27 1421 ， 1, 4 l l 7 6 2 14 1 6 ， 1 5 l 1 5 8 1 3 5 
28 1446 ， 5 3 2 l 3 6 !5 l l ， ， 6 3 3 1 7 4 6 5 
29 1548 10 6 t 2 1 3 2, 4, 6 5 2 l 1 9 11 20 

゜゚
6 6 5 1 4 4 l 

3.0 1563 2 6 l 1 7 3 1 5 2 1 ， 0 

゜
6 4 5 l 4 4 1 

l. 2, 4 
31 1583 2 4, 5, 6 1 2 l 

゜
• 6 5,， 6 2 l. 2 ， 

゜゚
1, 3. 6 4 3 1 4 4 1 

32 1591 7 4, 5, 7 3 2 l 3 1. 2 16 2 l ， 20 

゜゚
6 4 5 5 4 4 1 

33 1649-1 2 4 4 2 3 4 6 14 1 3 ， 8 5 l I 5 7 2 4 5 
34 1662-2 ， 2, 4. 5 2 2 I 6 2 [2 2 1 ， 

゜
6 1 I 1 3 5 1 5 

35 1677 ， 5 3 1 3 2 6 [t 2 1 ， 
゜゚

2 3 4 8 3 2 5 
36 1711-2 ， 7 t 2 3 3 8 14 1 5 ， 

゜゚
1 1 5 8 l 2 5 

37 1714-2 ， 5 I 1 2 3 2 15 l 2 ， 
゜゚

7 5 1 8 3 4 2 
38 1717 ， 4 3 2 2 1 6 I 2 I 3 ， 

゜゚
7 3 l 4 5 4 3 

39 1786 ， 4, 6 4 2 5 3 6 l 2 1 ， 
゜

. 0 2 3 5 8 5 4 4 
40 1864-2 ， 4 1 2 6 5 6 14 l 1 ， 

゜
4 7 3 4 7 2 4 6 

41 1868-1 ， 4 1 2 l 2 6 1 1 2 ， 
゜゚

3 3 5 7 2 2 4 
42 1901-2 11 8 3 1 5 3 6 5 2 1 ， 17 20 ， l I 5 3 5 4 

5 5 43 1903 ， 8 I 1 1 2 6 

i:！5 

1 5 ， l 5 2 3 5 7 3 6 
44 1916 34 8 3 2 l 3 2, 3 1 3 ， 

゜
4 1 1 1 6 5 3 5 

表の簡単な説明
(1)記号Hは、整理後の原因（表2-2-1以下のl~35分類記号に相当）で、他のa~g'は参考表における各記
(2) No及び(l)の各記号を除く数値は、参考表の①～⑳までの回答者がチェックした記号No、
(3) h 1. h2, h3のh2,h3欄の数値は、複数原因の一つとして回答者が挙げたもの、
(4)そのほかの欄で複数に数字を記載しているものは、回答者が複数挙げているもの、
(5)空欄は、回答者無記載のもの、

をそれぞれ示している。
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表2-1-2 事例記入時の職位 表2-1-3 回答事例数と当時の在橋者状況

経験時 回答 在橋者（共同

轡士

がいた事例数 該当数／

職位 数

①船長 802 

経験者の 船長 航海士 運航
従事職名

操舵手 複数 無関
全回答数

係
1753/2166 

②船長 87 
船長 33 189 19 148 276 82 747/802 

補佐

③航海士 758 

④水先人 404 

⑤その他 64 

⑥不明 51 

当直の 20 16 少数
ー航士
当直の 少数 少数 少数
二航士
当直の 少数 少数 少数
三航士

165 29 20 

174 24 少数

625/758 
162 15 少数

総数 2,166 水先人 118 23 少数 少数 171 69 381/404 
船長補佐中のもの、その他のもの、 扁記載で不明のもの等 /202 

表2-1-3は、‘‘経験当時に共同者はあったか、それは

誰だったか’'旨のアンケート設問・同回答から得られ

たもので、必ずしも共同で執職していたことを意味す

るものではないほか、表中の「複数共同者」のなかに

は、見合い関係における他船分まで多少は含まれてい

るとみていただきたい。なお、当直航海士においては、

ー、二、三の各職位航海士数に大差はない。

(3) 回答者の経験時執務船の状況

ここでは、回答者がどのような船でどのような速力

下に経験したかについて記す。

表2-1-4は船種、船型別にみたもので、船種ではフェ

リー、船型では3万トン前後から上の大型船乗船者の

事例が主体となっていることが分かる。表 (b) に各

船種における最多船型事例数を太字で示したが、フェ

リー船種では5千トン未満の比較的に小型船の事例で

多くが占められているとみることができよう。

その他母体とも言える視界状況、水域等種々の各環

境条件での差異数については、原因をみてゆくなかで

示すこととする。

表2-2-4 (a)船種・船型別の隻数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 
計

船種・船型 雷；卜畠畢卜虞；卜未満＝ 万卜誓号卜そ不明 ＾ 隻、一
ン ン ン ン ン腐・

①在来船 41 27 41 121 3 5 238 

②コンテナ船

゜
， 10 70 178 

゜
267 

③タンカー 8 11 5 11 239 2 276 

④バルク

゜
3 2 51 96 

゜
152 

⑤ PCC 

゜
1 5 77 34 

゜
117 

⑥鉱石船 2 

゜゚
3 40 

゜
45 

⑦フェリー 266 264 158 160 3 3 854 

⑧その他 102 16 11 11 21 56 217 

計（隻） 419 331 232 504 614 66 2166 

2. 2. ヒャリハット感を生じた原因の展望

2. 2. l. 航行上の各条件と原因

船舶の航法は海上交通法規にもみられるように、大

別して昼夜、視界の良否、水域の違い、船舶の種類・

船型（大小）、速力情況などによって異なっている。こ

れら条件ごとのヒャリハット原因数は、表2-2-1～表2-

2-6の各表の通りである。

先記の通り、穂事例数2,166個々の単一原因は、回答

者が挙げた複数原因の冒頭に記したもののみを採って

おり、2,166事例に含まれる複数原因事例については次

項に記す。

(b) 同左の百分比

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 
計

船種・船型 畠示卜畠翠卜
;; 旦号 以上ニ予その不明 ＾ ％ 

卜 卜 心、ーグ'
ン ン ・ン ン ン他゚

①在来船 2 1 2 6 

゜゚
11 

②コンテナ船

゜゚ ゜
3 8 

゜
12 

1③タンカー

゜
1 

゜
1 11 

゜
13 

百バルク

゜゚ ゜
2 4 

゜
7 

1@PCC 

゜゚ ゜
4 2 

゜
5 

⑥鉱石船

゜゚ ゜゚
2 

゜
2 

1⑦フェリー 12 12 7 7 

゜゚
39 

⑧その他 5 1 1 1 1 3 10 
． 

計（％） 19 15 1 1 23 28 3 100 
冒
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表2-2-1 視界・水域別推定原因数
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飽 (!139,4諜） 自 船 (1U9,52駕） その饂 (911,5冨）

法 i法・の

塁
達 不他
反法

度程同 域 の塁
切灯

火 の 他

原
航の 殊事特 不． 因 合
法情 明 計

i 
切

設号程（度定でア應に／概記ケ配略す号ー）のト該中当に示記号されを参た考記 、,|i ,, II ,。|I 
5 l | 1ヽ l1| 11111 a,,110111| 1'』1r.2 3 | I .! 13 1 2 I4 1! • 15 i ，I I Iヽii l ヽr| i ii IiB '| i | • 19 i i|2, 0 i ＇i ! 91 1 99 i 4 23 9i 0 94 ; 25 1 26 1 1 ！ ! 2a 207 ! i'1 9、9I | i ii 29a 9 9 l! ! ；3,; ’0 i I 1 91 l I i 99 

o. 20 

l 
整理後の分類記号 1 1 2 l 3 i 4 33 i 34 ! 35 

現界 i 本諏

視界A良好時I；II91明dCe'●． .. ・ 紐鋏iii沿そ小岸心の計値・不・
罰出I1O3, l9 i ,179 07 9 1 9 i 7IO 1 9 11 l io 9 , 

嵐9:1i: い|i1匹且i恥:| i il : 箪|i阻Iil : ，| ！罰i| ： ド1:『：□ |▲: 1]：，：I月.：菫：聾I: i叫・；l:1：2！叫！: il:1 叩1：，i▲: l 屈: i : 
3 o '! 1 ! ．ID • 1 i I ! [ o 5 9 工4509 6 

I I ! I I! 11l  . I I ! 

片 2I 91 
i l'i  9 4 531 i |,  戸 三］ 8|6

！ o ` l ! 5 l2 Ol ！9I可o,, l 9 ． 一244 ← 

110 

8 i ．` I67 I 1583 

視界不B良時 l.I|de'.•．． ・ 猿紐港沿岸水道 土351 36 i _ 19 ＂ 旦•40 • 1 いI9° ° 。1I 1I ！1野°8 3 山Ii, ’6 0 l Ii ; l1 亡I8 1I I I! , '1 戸O° o1 I3 i l, o 0’•甘l! , I O 19 • l ● 工国’ll o0• 1 i―ェ立95 , ロ! l 1 ● 可•2 I ! ; O | O I •' I ' I 旦 :05°• ―L , ,i ロl1: 0o ' l 1 '1了:0 ・•凸l!I l i [: 9 O • | ! i! : o • 土' ，l！ ~ ! : o °• ！ ! il斗: o' 匹l ― 1。1,i -? z_ II o O 1I 0 O II ' 

2 I i 1 5 o i l 8 I 2115 0 s : I I I I l I 3 !.『 0 5 I O I 12 I j I ! 0 i 0 
! ！ I I 3,  1 3 1 0 | 2l i II  'I'1 |.5 • | 0 | j3 2 . 5 ! l 3 l l 193 

10 ! II l i 3 ID 10 OiZIO! II! • I I !.2 I o o o 3 l 2 65 
il明e.その他・不 4 I 1 2 I。 l i r,I i ii o! l ．I l ！ 1 !!l 22l!ooll i33i! ! ！. _ ．ljI oo!)i ooi l jo T° i i ， 古o : i 2 41 

！ 小計 8「l9 l 13 5 ! 2 9 l 2 i 1 29 ! i -23 0 I l! 39 l 1 iI3 i 14 ! 6 l .9 ; 21 i .ー3'← i i .l 0 1 12I . o 1 47 l . l 8 | 0 | i 3 5H 
c 不明•その他 9 ! 12 I s I 2 I ! 0 5 0 i、ii o o量 0i 0璽 l!I !OI0!2iOl2 j i iO!O 0 l i o l 5 59 

合計 434 1 380 l l19 1 6 37 ! lO ! 46 ! 94 l l261 10 I 12 l¥20 l l8 ! 18 I 115 ! ll ! 8 1 76 1 8 l 216 i !10 l 36l 1-2 i 5 ! 22 ! 12-| 14い6l迅5! 13 l 4 | 5 (19 i 36 i 43 2l66 
緊 20 1 l8 i 5 ! O 2 i O I 2 ! 4 j 6 l O ! 1 ! I i 1 I 1 I 5 l 1 I O ! 4 l O ! 10 I S I 2 l 1 i O j 1 ! 1 ! l I 1 i 3 j 1 ! 0 ! 0 I l z・ i 2 100 

I. 事例数2166は、推定原因の単数・複数指摘ごとに各事例を整理したうえ、あいまいな記述事例を割愛した全事例数である。
2. 視界及び水域におけるその他・不明とはそれぞれの中間や忘却などの意で示されていると思われる。



表2-2-2 船種・船型別推定原因数
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速カ・水域別推定原因数（視界良好時）
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表2-2-3 B
 

速カ・水域別推定原因数（視界不良時）
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表2・2・4 時刻帯別推定原因数
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